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町の少子化の
現実と対応策は？

P.7P.7

集特



少子化対策は、雇用・住宅・保育など、さまざまな角度からの政策が必要になります

こども医療費以外
では…
◎子ども手当ての支給　　　

◎出産育児一時金の拡充

◎各種予防接種の充実

◎全小学校区に学童保育室の設置

◎ゼロ歳児保育・一時保育・病

後時保育の実施

◎子育て支援センター・児童館

の設置

議会での意見・提案（一部）

◎行政による婚活

◎企業誘致による雇用拡大

◎お母さんの働きやすい環境づ

くり（保育の充実など）

◎新規就農者への土地・住宅の

仲介

◎２世帯住宅などへのリフォーム

補助

こども医療費は中学生まで拡充！

町の年齢階層別人口

一
般
質
問

議
員
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
・
要
望
を
質
問
す
る

こ
ど
も
医
療
費
を
無
料
に
！

窓
口
払
い
を
廃
止
に
！　

ほ
か

入
院
費 

中
学
３
年
生

ま
で
無
料
化

通
院
費 

小
学
３
年
生

ま
で
無
料
化

通
院
費 

中
学
３
年
生

ま
で
無
料
化

　保険医療制度は「就学前まで

２割負担、就学後３割負担」と

なっていますが、埼玉県では乳

幼児医療費支給事業で「就学前

まで無料」となっています。

　当町ではさらに上乗せ分とし

て独自の予算を用意して、中学

3年生まで医療費の無料と入院

時の食事代も負担しています。
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議員の皆さん
これからも
がんばって
ください
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町の少子化町の少子化のの  現実現実とと対応策対応策はは？？
「子どもが少なくなった」こんなやりとりが当たり前になってしまいました。議会にお いても「少子化」のテーマのもとに、さまざまな議論が交わされ、十分とは言えません

が、少しずつ施策として実現されています。町も「平成 25 年度予算の３つの重点項目」 の１つに「子育て支援と健やかな長寿の実現」を掲げています。財政的に厳しい中ですが、

もっと正面から課題に取り組むべきです。今回の特集を通じて、住民の皆さんとともに、 少子化の実態を共有し、今後について考えていく材料になればと思います。
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議
会
で
決
ま
っ
て

い
く
の
で
す
ね

2015 年以降は、国立社会保障・人口問題研究所の封鎖人口による推計
（封鎖人口とは、出生と死亡のみを考慮して推計した人口）

平成 15 年から平成 23 年は埼玉県人口動態（埼玉県保健医療部保健医療政策課）
平成 29 年は推計値（各年年度末人口）

小川町次世代育成支援行動計画
後期行動計画（平成 22 年３月発行）より 町の出生数の推移



答　

合
算
し
て
２
年
間
で
４
億
５

７
４
０
万
円
で
す
。
そ
の
う
ち
の

１
億
８
６
２
０
万
円
が
平
成
26
年

度
事
業
に
い
き
ま
す
。
使
い
切
れ

な
い
分
は
国
に
返
還
し
ま
す
が
、

着
実
に
使
い
切
る
よ
う
単
費
と
し

て
町
負
担
分
の
２
割
に
当
た
る
金

額
を
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
取
り

崩
し
、
事
業
予
算
に
計
上
し
ま
し

た
。

地
元
経
済
に　
　
　

活
用
さ
れ
て
い
る
か

問　

運
用
に
当
た
っ
て
、
経
済
の

活
性
化
や
雇
用
創
出
の
工
夫
が
さ

れ
て
い
る
か
。

答　

建
設
事
業
が
対
象
で
す
。
地

元
の
事
業
者
を
活
用
し
、
入
札
な

ど
で
も
配
慮
し
ま
す
。

問　

過
去
に
議
会
で
採
択
さ
れ
た

請
願
な
ど
で
、
予
算
計
上
が
難
し

か
っ
た
事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答　

採
択
さ
れ
た
請
願
を
受
け
た

事
業
も
、
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
め
池
の
耐
震
は

問　

震
災
対
策
と
し
て
、
た
め
池

の
漏
水
点
検
が
あ
る
が
、
点
検
箇

所
は
何
ヵ
所
か
。
点
検
で
不
備
が

見
つ
か
っ
た
場
合
、
緊
急
補
助
が

受
け
ら
れ
る
の
か
。

答　

町
内
47
ヵ
所
を
予
定
。
た
め

池
の
耐
震
診
断
が
全
国
的
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
備
が
見

つ
か
っ
た
時
点
で
対
応
し
ま
す

が
、
ま
ず
は
台
帳
整
備
を
行
な
い

ま
す
。

請 願 審 査

年金 2.5％の削減中
止を国に要請するこ
とを求める請願

請　願　者

小川町大字大塚 1233-23

全日本年金者組合

小川町支部長　天田英男

審査結果

厚生文教常任委員会に付託され、

委員長報告は「不採択」でした。

本会議での審査も、「不採択」とな

りました。

　

今
定
例
会
で
は
、
小
川
町
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
条
例
制
定
ほ
か
２
件
と
請
願
１
件
を
審
議

　

今
定
例
会
で
は
、
小
川
町
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
条
例
制
定
ほ
か
２
件
と
請
願
１
件
を
審
議

し
、
請
願
を
除
き
す
べ
て
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

し
、
請
願
を
除
き
す
べ
て
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、

　

な
お
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、

政
策
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

政
策
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

竹
沢
地
区
消
防
団
詰
所

の
改
築

問　

改
築
費
と
し
て
代
替
地
購
入

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
出

動
に
支
障
が
な
い
場
所
、
距
離
な

ど
考
慮
し
て
い
る
の
か
。
防
災
施

設
と
し
て
の
機
能
は
、
配
慮
さ
れ

て
い
る
の
か
。
団
員
の
意
見
や
要

望
な
ど
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
の
詰
所
か
ら
あ
ま
り
離

れ
て
い
な
い
竹
沢
の
中
心
に
な
る

場
所
を
、
移
転
地
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
地
元
や
団
員
の
意
見
も

考
慮
し
、
一
定
の
広
さ
を
確
保
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
モ
ー
タ
ー
サ

イ
レ
ン
と
自
動
の
ホ
ー
ス
タ
ワ
ー

を
備
え
た
施
設
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

備
品
購
入
の
中
身
は

問　

通
級
情
緒
障
害
学
級
備
品
購

入
の
中
身
は
。　

答　

教
室
内
で
、
子
ど
も
に
適
し

た
空
間
を
つ
く
る
た
め
の
ク
ロ
ス

パ
ネ
ル
の
仕
切
り
板
購
入
費
用
で

す
。

予
算
化
の
検
討
は

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
予
算
化
は
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
。

答　

商
工
業
・
農
林
業
の
振
興
等

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
し
て

い
ま
す
。
も
う
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

耐震診断が予定されているため池
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補
正
予
算

補
正
予
算

平成

25
年度

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

平
成
平
成
2525
年
４
月

年
４
月
1818
日
開
催

日
開
催

平
成
平
成
2525
年
６
月

年
６
月
2727
日
開
催

日
開
催

︽
主
な
質
疑
︾

︽
主
な
質
疑
︾

︽
主
な
質
疑
︾

元
気
臨
時
交
付
金　

ど
う
使
う

問　

交
付
金
額
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

答　

金
額
は
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
平
成
25
年
２
月
の
臨
時
議

会
で
議
決
し
て
い
た
だ
い
た
事
業

が
主
な
事
業
で
す
。
町
負
担
分
の

７
割
か
ら
９
割
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
当
町
の
財
政
力
指
数
か
ら
一

番
少
な
い
場
合
を
考
え
、
７
割
と

し
て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

２
年
間
の
時
限
立
法
だ
が
、

事
業
総
額
は
。
平
成
27
年
３
月
ま

で
に
使
い
切
れ
な
い
分
は
国
に
返

す
の
か
。

西
中
学
校
改
築
工
事
が

本
格
化

問　

議
会
の
要
望
も
あ
り
、
共
同

企
業
体
方
式
、
分
離
発
注
で
地
元

業
者
が
参
入
す
る
機
会
が
大
き
く

広
が
っ
た
と
い
う
点
で
は
前
進
し

た
。
共
同
企
業
体
と
い
っ
て
も
、

損
金
が
出
た
場
合
や
保
険
な
ど
協

定
書
で
出
資
比
率
の
少
な
い
小
規

模
の
事
業
者
に
不
利
に
な
ら
な
い

よ
う
、
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

十
分
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

問　

完
成
ま
で
の
過
程
で
、
総
合

的
な
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
準
備

や
対
応
は
万
全
か
。

答　

現
場
確
認
・
安
全
確
認
・
定

期
打
ち
合
わ
せ
等
を
現
場
代
理

人
・
校
長
・
教
育
委
員
会
町
担
当

者
・
管
理
業
務
者
間
で
、
よ
り
回

数
多
く
確
認
作
業
を
行
な
い
な
が

職
員
給
与
の
引
き
下
げ

問　

地
方
交
付
税
の
減
額
分
の
穴

埋
め
の
た
め
に
、
一
時
的
と
は
い

え
法
律
に
基
づ
か
な
い
給
料
の
引

き
下
げ
を
職
員
に
求
め
る
の
は
、

ア
ン
フ
ェ
ア
で
は
な
い
か
。
職
員

の
士
気
は
落
ち
な
い
か
。
地
域
経

済
に
も
影
響
は
出
な
い
の
か
。

答　

本
来
の
給
与
改
定
は
人
事
院

勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
組
合
と
の

協
議
の
上
で
決
定
し
ま
す
。
本
来

の
主
旨
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は

ら
、
事
業
は
し
っ
か
り
進
め
て
い

き
ま
す
。

問　

木
材
は
、
す
べ
て
小
川
町
産

と
す
る
の
か
。

答　

す
べ
て
小
川
町
産
を
活
用
し

ま
す
。

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
限
り

の
特
例
措
置
と
し
て
、
７
月
〜
平

成
26
年
３
月
ま
で
引
き
下
げ
を
行

な
い
ま
す
。
若
年
層
に
は
そ
の
引

き
下
げ
幅
を
緩
和
す
る
な
ど
し
、

今
後
も
意
欲
を
持
っ
て
仕
事
が
で

き
る
と
考
え
ま
す
。
地
域
経
済
へ

の
影
響
が
全
く
出
な
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

問　

給
与
の
削
減
幅
は
。

答　

職
員
は
、
若
手
職
員
が
３
％
、

中
堅
職
員
が
４
％
と
６
％
、
課
長

職
が
７
％
で
す
。
特
別
職
は
、
町

長
が
７
％
、
副
町
長
が
４
％
、
教

育
長
が
４
％
で
す
。

議
員
も
痛
み
を
分
か

ち
合
っ
て
７
％
削
減

　

職
員
等
の
給
与
が
削
減
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
と
し

て
も
痛
み
を
分
か
ち
合
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
議

員
報
酬
減
額
条
例
を
議
員
提

出
議
案
と
し
て
上
程
。
職
員

等
と
同
じ
く
７
月
〜
平
成
26

年
３
月
ま
で
の
期
間
、
議
員

報
酬
７
％
の
削
減
案
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

平成25年６月定例会

６月４日〜12日

西
中
学
校
の
部
室
改
築

問　

西
中
学
校
の
部
室
を
改
築
す

る
が
、
生
徒
の
数
も
減
っ
て
い
る
。

広
さ
や
部
室
数
な
ど
考
慮
し
て
い

る
の
か
。

答　

老
朽
化
し
壁
な
ど
が
剥
が
れ

落
ち
て
い
る
現
状
で
、
使
用
が
難

し
い
状
況
で
す
。
今
よ
り
約
半
分

の
面
積
で
、
部
室
の
数
は
９
室
。

現
在
の
部
活
動
の
数
に
合
わ
せ
て

あ
り
ま
す
。
屋
外
を
中
心
と
し
た

ク
ラ
ブ
が
使
用
し
ま
す
。　

問　

建
設
期
間
中
の
代
替
場
所

は
。
女
子
部
員
等
の
着
替
え
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

学
校
と
よ
く
相
談
し
、
生
徒

が
困
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
工

期
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
か
か
ら
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
女
子
部
員
な

ど
に
配
慮
し
、
仮
設
校
舎
や
体
育

用
具
小
屋
、
プ
ー
ル
の
更
衣
室
、

建
て
替
え
時
期
を
ず
ら
す
等
考
え

て
い
き
ま
す
。



長野県佐久市・安曇野市を視察（今回の視察研修は、議員総意により全委員会合同で行ないました）

町
民
町
民
のの
声声
をを
町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議員が役

場の仕事について、町長の

考えや意見を求め、事柄を

ただしたり、議員や町民の

意見などを述べることをい

います。議員１人の持ち時

間は 75 分に定めており、

議会だよりでは、このやり

とりを要約して報告してい

ます。

　今議会では、８人の議員

が一般質問を行ないました。

次ページ

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

をふまえての視 調 研 報察 査 究 告
調査研究テーマ

小川赤十字病院改築に係る支援のあり方

議　員　名

審議議案と議員の賛否

　佐久総合医療センターは、安定的な医療

提供体制の実現を目指し、医療関係者の理

解を得るため、専門要員で構成される連絡

協議会を設置し、協議を進めている。

　安曇野赤十字病院は、「医療環境の充実」

を優先すべき行政課題とし、検討委員会に

て支援のあり方について調査研究を行なっ

た。

　小川赤十字病院は、長期にわたり地域住

民の医療を支えてきたが、老朽化のため、

改築計画が進められている。同所での改築

は本町にとって、災害時での医療拠点・環

境の充実・地域の活性化等、非常に大きな

役割を担っている。このような観点からも

本町内改築に当たり、議会としても最大限

支援するものである。地域医療充実のため

の連絡協議会等を設置するなど、総合病院

としてさらなる充実を図り、地域住民の安

全・安心に寄与することを望むものである。
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ごみ・し尿処理・消防・
救急・斎場等の議会報告

◎比企広域市町村圏組合　
　（消防・救急業務、斎場の管理運営、介護・障害審査会）

　平成 25年第２回比企広域市町村圏組合議会臨時会が、５月 24

日に東松山市の議場で開催されました。上程された議案は４件。う

ち人事案件が１件、デジタル化に伴う消防救急無線設備の新規設置

工事請負契約の締結１件、小川消防署へ配備する屈折はしご付消防

自動車と、ときがわ消防団へ配備する水槽付消防ポンプ自動車につ

いての財産取得２件。全て原案のとおり可決、認定されました。

◎小川地区衛生組合議会（ごみ処理、し尿処理）

　平成25年５月 21日小川地区衛生組合議会、第１回臨時議会が

開催されました。

　今回の臨時議会は、ごみ焼却場の触
※

媒脱硝塔触媒交換工事の請負

契約締結の承認ほか２議案であり、賛成多数で可決されました。

【触媒脱硝塔触媒交換工事】

契　約　金　額　9030 万円

契約の相手方　荏原環境プラント（株）

工　　　　期　契約の日から平成 25 年 12 月 10 日

工事の内容

１. 触媒脱硝塔の触媒を補修

２. コンベア類の補修

３. 煙道耐火物の補修

４. 煙突、鉄はしご、背籠の更新、内筒保温カバー割れ部溶接補修

５. 乾燥帯段差耐火物の更新

新ごみ焼却場の建設計画は

　新焼却施設の建設については、現在の小川地区衛生組合（小川町・

嵐山町・滑川町・ときがわ町・東秩父村）の枠ではなく、桶川市、

東松山市、吉見町を交えた２市５町１村による新たな一部事務組合

を設置し、吉見町内にごみ処理場を建設することを前提に、吉見町

役場内に準備室（吉見・小川・桶川・東松山から派遣）が設置され

ました。

すたむちゃんのひと口メモ

　　　　触媒脱硝塔触媒交換工事とは…ごみを燃やしたときに出る排気ガス

を、きれいにする装置の交換です。ごみ焼却施設は老朽化により、設備補修費

だけでも過去５年間で５億8900万円になります。

柳
田
多
恵
子

井
口　

亮
一

髙
瀬　
　

勉

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

大
戸　

久
一

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

宮
澤　

幹
雄

根
岸　

成
美

小
林　

一
雄

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

松
本　

修
三

審
議
結
果

６月定例会

地域の元気臨時交付金基金条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

公平委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

請願

年金2.5％の削減中止を国に要請することを求める請願 ○ ○ × × × × × × × × × × × × × ー 不採択

第２回臨時会

専決処分の承認（税条例の一部改正） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

専決処分の承認（都市計画税条例の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 承認

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例及び公益的法人に派遣される職
員の災害補償に係る処遇の特例に関する条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

町立西中学校改築工事（建築工事）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

町立西中学校改築工事（電気設備工事）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

町立西中学校改築工事（機械設備工事）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

第３回臨時会

町職員等の給与の臨時特例に関する条例の制定 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度一般会計補正予算（第２号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

議員提出議案

議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

議　案　名

佐久市 DATA

人口10万 200人

（平成25年４月現在）

北には国際的な避暑
地である軽井沢、浅
間山を中心とした自
然豊かな高原都市で
ある。

安曇野市 DATA

人口９万9208人

（平成 25年４月現在）

長野県のほぼ中央に
位置し、年間の気温
差が大きい地域であ
る。
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ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
⋯
さ

ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
︵
手

続
︶
を
１
ヵ
所
で
一
度
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
サ
ー

ビ
ス
形
態
の
こ
と
。

﹁
危
な
い
け
ど
車
道
を

歩
く
﹂
を
な
く
せ
！

質
問

な
ぜ
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
通
り
は

き
れ
い
に
し
な
い
の
か
。

ま
た
大
関
通
り
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

将
来
、
整
備
を

行
な
う
予
定
で
す
が
、
現

状
は
電
柱
が
歩
行
の
障
害

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
地

権
者
の
了
解
が
得
ら
れ
れ

ば
電
柱
を
移
設
し
ま
す
。

大
関
通
り
は
、
環
状
１
号

線
が
開
通
し
大
型
車
が
減

少
し
た
時
点
で
、
県
に
車

よ
う
に
行
な
っ
た
の
か
。

答
弁

健
康
増
進
課
長　

22
歳
か
ら
33
歳

ま
で
の
１
回
接
種
は
、
学

校
で
集
団
接
種
を
行
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

◎
自
然
豊
か
な
小
川
町

◎
健
康
な
町
づ
く
り

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

新
た
な
キ
ャ
ラ

新
た
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
考
え
る
よ
り
、

ク
タ
ー
を
考
え
る
よ
り
、

既
に
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と

既
に
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と

し
て
定
着
し
た
星
夢
ち
ゃ

し
て
定
着
し
た
星
夢
ち
ゃ

ん
の
さ
ら
な
る
活
用
を
進

ん
の
さ
ら
な
る
活
用
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

質
問

グ
ッ
ズ
の
製
作

と
販
売
。
今
後

の
展
開
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

過
去
に
Ｔ
シ
ャ

過
去
に
Ｔ
シ
ャ

ツ
や
エ
コ
バ
ッ
グ
を
販
売

ツ
や
エ
コ
バ
ッ
グ
を
販
売

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
在

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
在

庫
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

庫
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
商
工
会
と
の
連
携
の
中

も
商
工
会
と
の
連
携
の
中

で
、
活
用
を
図
り
ま
す
。　

で
、
活
用
を
図
り
ま
す
。　

答
弁

建
設
課
長　

公

園

名

と

重

な

り
、
愛
称
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
す
る
作
品
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
町
と

し
て
募
集
時
に
説
明
が
不

十
分
で
あ
っ
た
と
反
省
し

て
い
ま
す
。
配
慮
が
足
り

ず
、
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

気
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ん
が
心
臓
病
や
難
聴
な
ど

の
障
害
︵
先
天
性
風
疹
症

候
群
︶
を
持
っ
て
生
ま
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
先
天
性
風
疹
症
候
群

の
発
症
を
予
防
す
る
た

め
、
妊
娠
予
定
・
妊
娠
希

望
の
あ
る
女
性
、
妊
婦
の

夫
を
対
象
に
、
風
疹
の
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
補
正
予
算
の
ご
審
議

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。質

問
当
町
で
は
、
集

団
接
種
か
ら
個

別
接
種
に
切
り
か
わ
っ
た

が
、
22
歳
か
ら
33
歳
ま
で

の
個
別
１
回
接
種
は
ど
の

な
婚
活
事
業
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

質
問

当
町
で
の
街
コ

ン
の
開
催
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

商
店
街
の
活
性

化
や
少
子
対
策
、
定
住
政

策
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
で
も
あ
る
の

で
、
商
工
会
等
の
団
体
や

関
係
各
課
と
実
施
に
向
け

て
研
究
し
ま
す
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
活
用

と
取
り
組
み

質
問

町
の
イ
メ
ー
ジ

を
模
し
た
新
た

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
の

必
要
性
は
。

質
問

栃
本
親
水
公
園

の

愛

称

募

集

で
、
な
ぜ
﹁
該
当
者
な
し
﹂

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
ま
た
こ
の
一
件
で
、

役
場
が
行
な
っ
て
い
る
す

べ
て
の
意
思
決
定
方
法

に
、
不
信
を
抱
く
町
民
が

多
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
改

善
方
法
を
考
え
て
い
る
の

か
。

質
問

①
ロ
タ
・
水
ぼ

う
そ
う
・
お
た

ふ
く
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
助
成
し
て
い
く
考
え
は

な
い
の
か　

②
全
国
的
に

風
疹
が
流
行
し
て
い
る

が
、
予
防
接
種
の
助
成
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

答
弁

健
康
増
進
課
長　

①
国
で
は
予
防

接
種
法
を
一
部
改
正
す
る

法
律
の
審
議
の
過
程
の
中

で
、
附
帯
決
議
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
動
向

を
注
視
し
、
関
係
課
と
協

議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

②
妊
娠
早
期
の
方
が
風

疹
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ

質
問

昨
今
の
結
婚
に

対
す
る
諸
情
勢

は
。答

弁
産
業
観
光
課
長　

全
国
的
に
晩
婚

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
一
昔
前
の
青
年
団
活

動
の
よ
う
な
、
若
者
が
集

ま
る
機
会
や
出
会
い
の
場

が
減
っ
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
す
。

質
問

過
去
の
婚
活
事

業
へ
の
取
り
組

み
は
。

答
弁

福
祉
介
護
課
長　

平
成
16
年
度
ま

で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
心
配
事
相
談
の
一
環
と

し
て
結
婚
相
談
を
行
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的

子育て支援

任意予防接種の助成は、子どもを守る

婚活事業

街
ま ち

コンの開催を

栃
本
親
水
公
園
の
愛
称
募
集

﹁
該
当
者
な
し
﹂っ
て
、ど
う
い
う
こ
と
？

愛
称
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
作
品
が
な
か
っ
た

風疹は補正予算に盛り込んでいます

実施に向け研究します

戸口　勝 議員

髙橋さゆり 議員

髙瀬　勉 議員

道
幅
を
狭
め
て
で
も
歩
道

の
拡
張
を
要
望
し
ま
す
。

企
業
が
進
出
し
た

が
る
町
へ

質
問

﹁
将
来
の
町
の

形
﹂
を
左
右
す

る
企
業
誘
致
政
策
、
ま
た

都
市
計
画
に
お
け
る
企
業

誘
致
の
展
開
に
着
手
し
て

い
る
の
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

平
成
25
年
度
は

新
た
に
専
任
担
当
を
配
置

し
、
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

翌
年
度
に
企
業
誘
致
の
迅

速
化
を
支
援
す
る
ワ

※

ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

て
い
き
た
い
。

てってってぇー、
これでいいん？

予防接種は大流行を
抑えられるのよねぇ

まちの活性化は
若い力に任せてください！

カタクリの花

オオムラサキの羽根

オ
ガ
ワ
ン

車道を歩かせない歩道を

予
防
接
種
費
用

の
助
成
⋯
現
在

小
川
町
に
住
所

を
有
す
る
方
で

﹁
19
歳
〜
49
歳
ま
で
の
妊
娠
予

定
・
妊
娠
希
望
の
あ
る
女
性
﹂

と
﹁
妊
婦
の
夫
﹂
に
対
し
て
、

３
０
０
０
円
の
助
成
を
始
め

て
い
ま
す
。︵
１
人
１
回
限
り
︶

担
当
課　

健
康
増
進
課

７
４
ー

２
３
２
３
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貧
困
を
個
人
の
責
任
と
し

な
い
で
社
会
の
問
題
と
し

て
考
え
、
対
策
に
取
り
組

も
う
と
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

質
問

親
の
収
入
と
、

子
ど
も
の
学
力

や
高
校
卒
業
後
の
大
学
進

学
率
に
つ
い
て
明
ら
か
な

相
関
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
返
還

期
間
を
延
ば
す
こ
と
は
財

政
の
裏
づ
け
が
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。
ご
指
摘
い

た
だ
い
た
点
に
つ
い
て
、

町
財
政
担
当
と
相
談
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

健
康
増
進
の
具
体
策
は

質
問

住
民
の
健
康
診

断
・
健
診
の
告

知
・
奨
励
を
行
な
い
、
１

０
０
世
帯
に
1
人
程
度
で

生
活
習
慣
の
改
善
を
促
す

﹁
健
康
指
導
員
﹂
ま
た
は

﹁
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
﹂
の
創
設
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長　　

い
つ
ま
で
も
健

い
つ
ま
で
も
健

康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目

る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
食
や
運
動
に
つ
い

指
し
、
食
や
運
動
に
つ
い

て
生
活
習
慣
の
改
善
に
関

て
生
活
習
慣
の
改
善
に
関

す
る
知
識
を
家
族
や
友
人

す
る
知
識
を
家
族
や
友
人

に
伝
え
、
実
践
を
促
す
取

に
伝
え
、
実
践
を
促
す
取

り
組
み
﹁
健
康
長
寿
サ

り
組
み
﹁
健
康
長
寿
サ

ポ
ー
タ
ー
事
業
﹂
を
実
施

ポ
ー
タ
ー
事
業
﹂
を
実
施

し
ま
す
。

し
ま
す
。

こ
と
か
ら
、
町
名
・
各
学

こ
と
か
ら
、
町
名
・
各
学

校
名
を
明

校
名
を
明
ら
か
に
し
た
公

表
は
行
な
わ
な
い
方
針
で

す
　

②
調
査
結
果
の
活
用

は
、
教
育
委
員
会
で
町
全

体
の
結
果
を
分
析
し
、
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す

　

③
子
ど
も
の
貧
困
率
は

15
・
７
％
で
、
こ
れ
は
６

人
に
１
人
と
い
う
数
値
で

す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の

父
母
に
つ
い
て
は
認
め
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
返
還
の
猶
予
は
、
就

職
が
困
難
、
他
の
学
校
で

さ
ら
に
学
ぶ
機
会
を
得
た

な
ど
の
理
由
で
、
申
請
が

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
２

年
か
ら
３
年
の
間
認
め
た

答
弁

産
業
観
光
課
長　

観
光
資
源
と
し

て
、
昭
和
の
香
り
が
残
る

中
心
市
街
地
の
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
町
民
や
民
間

団
体
等
と
話
し
合
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。質

問
当
町
の
自
然
・

街
並
み
・
酒
蔵
・

和
紙
の
体
験
等
、
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
生
か
し
た

個
性
的
な
コ
ー
ス
の
設
置

は
。
小
川
・
嵐
山
の
遊
歩

道
の
設
置
を
行
な
い
、
東

武
鉄
道
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
、
エ
フ
エ
ム
ナ
ッ
ク

フ
ァ
イ
ブ
等
を
利
用
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

現
在
の
８
つ
の

ル
ー
ト
に
、
５
月
に
完
成

し
た
栃
本
親
水
公
園
を
加

え
た
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト

の
変
更
を
計
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

４
月
24
日
に
実

施
さ
れ
た
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
に

つ
い
て
。

　

①
本
町
で
の
調
査
結
果

の
公
表
は

　

②
調
査
結
果
の
活
用
は

　

③
子
ど
も
の
貧
困
問
題

と
学
力
は

答
弁

学
校
教
育
課
長　

①
調
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
本
調
査
が
学学

力
の
特
定
の
一
部
で
あ
る

力
の
特
定
の
一
部
で
あ
る

質
問

当
町
で
は
、
経

済
上
の
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
家
庭

︵
人
︶
の
た
め
に
独
自
の

奨
学
金
制
度
が
あ
る
が
、

返
済
の
条
件
︵
卒
業
し
た

翌
月
か
ら
、
高
校
時
な
ら

３
年
間
、
大
学
時
な
ら
４

年
間
で
全
額
返
済
︶
な
ど

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
保

証
人
の
条
件
︵
連
帯
保
証
、

父
母
は
な
れ
な
い
等
︶
の

緩
和
や
返
還
猶
予
、
基
金

を
増
や
し
て
返
還
期
間
を

延
長
さ
せ
る
な
ど
充
実
を

図
り
、
さ
ら
に
利
用
し
や

す
い
制
度
に
す
る
こ
と

は
。答

弁
学
校
教
育
課
長

保
証
人
は
、
祖

質
問

経
済
再
生
に
向

け
、
国
中
が
立

ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い

る
。
川
の
ま
る
ご
と
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
に
、

ど
ん
な
補
助
事
業
を
計
画

し
、
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁

建
設
課
長　

槻

川
流
域
地
区
に

お
け
る
道
路
改
良
工
事
・

観
光
ト
イ
レ
整
備
工
事
・

栃
本
親
水
公
園
整
備
事
業

を
3
本
の
柱
と
し
て
、
平

成
26
年
度
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

質
問

晴
雲
酒
造
等
を

雲
酒
造
等
を

は
じ
め
と
す
る

は
じ
め
と
す
る

歴
史
的
街
並
み
、
趣
の
あ

歴
史
的
街
並
み
、
趣
の
あ

る
路
地
裏
、
魅
力
あ
る
観

る
路
地
裏
、
魅
力
あ
る
観

光
資
源
の
保
存
・
修
復
は

光
資
源
の
保
存
・
修
復
は
。

就学困難な家庭への支援

町奨学金制度の充実は

補助事業の計画

まちの活性化を

教
育学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
公
表
は

学
力
の
特
定
の
一
部
な
た
め
、
公
表
は
し
な
い

財政担当と相談し検討していきたい

栃本親水公園整備事業など３件を予定

井口亮一 議員

柳田多恵子 議員

大戸久一 議員

し
た
状
況
の
家
庭
に
対
す

る
支
援
策
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

本
町
の
詳
し
い

数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、

学
び
た
く
て
も
学
べ
ず
、

結
果
と
し
て
、
学
び
た
い

と
い
う
意
欲
を
な
く
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

教育を受ける機会に
格差が生じないように

がんばる若者を
もっともっと応援して！

いつやるの？
今でしょう

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

400万円
以下

600万円
以下

800万円
以下

1000万円
以下

1000万円
超

（年収）

４年制大学
親の収入が多いほど、
大学進学率が高い傾向

就職など
専門学校

受験浪人・未定
短期大学

親の収入と高校卒業後の進路格差
（進路・進学の割合）

東京大学大学院教育学研究科大学経営・政策研究センター
「高校生の進路追跡調査第 1 次報告書」より

町
独
自
の
ワ
ク
チ
ン

助
成
は

質
問

①
大
人
用
風
疹

の
予
防
接
種
費

用
の
助
成
は　

②
任
意
接

種
の
お
た
ふ
く
風
邪
や
水

ぼ
う
そ
う
、
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
、
国
が
定
期
接
種
化
す

る
ま
で
町
で
独
自
助
成
を

す
る
こ
と
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
課
長　　

①
妊
娠
予
定
・

①
妊
娠
予
定
・

妊
娠
希
望
の
あ
る
女
性
、

妊
娠
希
望
の
あ
る
女
性
、

妊
婦
の
夫
を
対
象
に
予
防

妊
婦
の
夫
を
対
象
に
予
防

接
種
費
用
の
一
部
︵
３
０

接
種
費
用
の
一
部
︵
３
０

０
０
円
︶
の
助
成
費
用
を

０
０
円
︶
の
助
成
費
用
を

今
回
補
正
予
算
で
お
願
い

今
回
補
正
予
算
で
お
願
い

し
ま
し
た　

②
国
会
の
動

し
ま
し
た　

②
国
会
の
動

き
も
あ
り
ま
す
。
国
の
動

き
も
あ
り
ま
す
。
国
の
動

向
を
注
視
し
、
関
係
課
と

向
を
注
視
し
、
関
係
課
と

協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い

協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

整備された規川遊歩道整備された規川遊歩道

夢の実現のために
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　東日本大震災時に起こった福島第

一原発の事故以来、小川町でも放射

能汚染が気になり、回覧に載る検査

結果に、家族で一喜一憂することが多く

なりました。

　そんな中、家の前の田んぼの用水路には、梅雨が

明けるころに蛍が飛び交います。暗闇の中に浮かび

上がる、たくさんの光とカエルの大合唱。何ともい

やされる夏のひとときです。私が子どものころには

当たり前だった風景が、今ではとても貴重になりま

した。蛍は水のきれいなところにしか生息しないと

聞きます。小川町には、まだまだ蛍の飛び交うすて

きな自然が残っているのです。そんな環境の中で生

活していることに幸福を感じます。

　日本はもとより世界中でも、環境汚染、自然破壊

の声を多く聞く昨今ですが、この町に残されている

自然は絶対に守り続けていくべきであり、そうした

いと思います。

　次の世代を担う子どもたちのためにも。

　私は、毎日小川町から東松山市ま

で往復しています。腰越から小川町

駅へ向かう県道は、自転車通勤・通

学の方たちが車道を走行しています。車

道ですから、車は我が物顔で走っています。道幅の

狭いこの道路は、車両と自転車はすれすれの状態で、

私のほうが冷やりとすることもあります。歩道脇に

ある家に入るところだけが低くなり、それ以外のと

ころが車道より高く設計されている歩道。歩行者に

危険なでこぼこの歩道は、障害物が放置されている

こともあります。

　先日は、そのでこぼこの歩道を、高齢者の方がカー

トを押しながら大変そうに歩いていました。歩行者

は車道が危険だから歩道を利用するはずなのに、安

全なはずの歩道にも危険がいっぱいあります。歩行

者・自転車・バイク・自動車、それぞれが安全に通

行できる道路に、1日も早くしていただきたいと願っ

ています。老いも若きも、さらに暮らしやすい小川

町の構築を願っています。

子どもたちのために残せるもの
上横田二　湯

ゆ

澤
ざわ

智
ち

恵
え

安全な歩行者レーン
腰二　小

こば

林
やし

美
み

樹
き

い
る
が
、
進
ま
な
い
。
小

さ
な
と
こ
ろ
で
も
進
ん
で

い
こ
う
と
し
て
い
る
実
感

が
ほ
し
い
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

今
、
町
の
活
性

今
、
町
の
活
性

化
の
た
め
に
ク
ロ
ー
ズ

化
の
た
め
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
﹁
川

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
﹁
川

の
ま
る
ご
と
再
生
計
画
﹂

の
ま
る
ご
と
再
生
計
画
﹂

な
ど
も
、
町
の
活
性
化
の

な
ど
も
、
町
の
活
性
化
の

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。
県
と
の
計

え
て
い
ま
す
。
県
と
の
計

画
づ
く
り
・
内
容
の
話
し

画
づ
く
り
・
内
容
の
話
し

合
い
が
で
き
た
ら
、
そ
れ

合
い
が
で
き
た
ら
、
そ
れ

を
機
会
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
機
会
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
再
結
成
も
考
え

チ
ー
ム
の
再
結
成
も
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

化
事
業
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
の
認
可
を
取
得

し
、
補
助
金
の
活
用
で
進

め
ま
す
。

予
防
接
種
は

質
問

医
療
に
対
す
る

考
え
方
に
つ
い

て
、
①
１
年
前
に
申
し
上

げ
た
﹃
風
疹
﹄
の
こ
と　

②
そ
の
他
の
予
防
接
種
の

こ
と
。

答
弁

健
康
増
進
課
長　

①
今
議
会
に
、

接
種
費
用
の
一
部
を
町
が

負
担
す
る
た
め
の
補
正
予

算
の
議
案
を
提
出
し
ま
し

た　

②
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

共
施
設
を
は
じ
め
家
庭
で

も
促
進
し
た
い
。
災
害
時

は
地
下
水
の
有
効
性
も
考

え
ら
れ
ま
す　

③
流
域
の

保
水
機
能
の
低
下
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま

す　

④
県
下
で
は
広
域
化

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
実

行
さ
れ
る
ま
で
は
現
施
設

を
更
新
し
な
が
ら
使
用
し

ま
す
。
水
を
安
心
し
て
飲

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

整
備
し
て
い
き
ま
す　

⑤

処
理
施
設
の
更
新
を
進
め

ま
す
。
農
業
集
落
排
水
で

は
、
施
設
の
改
築
・
改
修

等
を
対
象
に
し
た
機
能
強

質
問

ホ
ン
ダ
寄
居
工

場
ス
タ
ー
ト
・

栃
本
親
水
公
園
開
園
・
槻

川
再
生
と
地
域
お
こ
し
の

新
た
な
展
開
・
細
川
紙
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
申
請
と
、
こ
こ

の
と
こ
ろ
の
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
。
当
町
に
今
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
、
生
み

出
さ
れ
つ
つ
あ
る
ヒ
ン
ト

要
素
を
生
か
し
切
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
今

こ
そ
も
う
一
度
多
く
の
力

を
結
集
す
る
﹁
プ
ロ
ジ
ェ

質
問

水
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
①

水
質
向
上
の
研
究
と
施
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か　

②
地
下
水
や
雨
水
の
利
用

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か　

③
河
川
の
水
量
に
つ

い
て
現
状
を
ど
う
考
え
る

か　

④
上
水
道
の
水
質
及

び
施
設
管
理
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か　

⑤
下

水
に
関
す
る
施
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁

環
境
保
全
課
長　

①
研
究
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
河
川
の
汚
濁

は
生
活
雑
排
水
が
原
因
で

す
。
処
理
方
法
の
計
画
並

び
に
整
備
を
進
め
て
い
ま

す　

②
雨
水
利
用
は
、
公

水環境の整備

水資源を当町の宝として守り、活用方法を考えましょう

ま
ち
お
こ
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を

具
体
的
な
検
討
材
料
が
見
え
て
き
た
ら
立
ち
上
げ
る

生活排水処理の整備を進め河川の水質を保全します

山口勝士 議員

島﨑隆夫 議員

情
報
発
信
の
積
極
的

展
開 

動
画
発
信
を

質
問

町
の
情
報
発
信

な
ど
、
若
手
の

職
員
や
大
学
生
の
ア
イ
デ

ア
や
提
案
を
生
か
し
て
、

実
現
し
て
い
く
形
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
と
り
わ
け
動
画
の
活

ト
、
と
り
わ
け
動
画
の
活

用
は
、
音
と
映
像
で
非
常

用
は
、
音
と
映
像
で
非
常

に
分
か
り
や
す
く
有
効
な

に
分
か
り
や
す
く
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い

手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
町
ホ
ー

ま
す
。
し
か
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
の
掲

ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
の
掲

載
は
過
去

載
は
過
去
11
件
で
し
た
。

件
で
し
た
。

若
年
層
の
方
々
と
の
協
力

若
年
層
の
方
々
と
の
協
力

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
研
究
を

い
て
も
引
き
続
き
研
究
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

重
ね
て
い
き
ま
す
。

私たちの町は、水資源を
うまく活用していくべきだ

ク
ト
チ
ー
ム
﹂
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

具
体
的
な
検
討

具
体
的
な
検
討

材
料
が
い
ま
少
し
は
っ
き

材
料
が
い
ま
少
し
は
っ
き

り
と
見
え
て
き
た
段
階

り
と
見
え
て
き
た
段
階

で
、
再
度
の
立
ち
上
げ
を

で
、
再
度
の
立
ち
上
げ
を

行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

個
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の
材
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で

は
、力
が
弱
い
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ど
う
や
っ

て
つ
な
げ
て
価
値
を
高

め
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展
開
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て
い
く
か
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重
要
だ
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私
た
ち
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員
も

い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
し
て

にぎわったオオムラサキの
放蝶会（６月 30 日）

庁舎前の憩いの場

素材はいっぱいある
もったいない
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議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会の開会予定は次回定例会の開会予定は

ですです99月月33日（火）日（火）
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編集後記

シリーズ　安全・安心の主役たち⑧議 員
記者クラブ

　東小川ワンワンパトロール隊は、平成 15年に文部科学省及び小川
町教育委員会から委嘱を受け、「八和田地区地域ぐるみの学校推進事
業」の一環として誕生しました。
　子どもたちの登下校の見守り活動を主に、地域の防犯活動を愛犬
との散歩やウオーキングを通して行ない、日々の安全安心に寄与い
ただいています。なお、毎月 11日には、ワンワンにかけて、東小川
自治会と小川警察署と合同による夜間パトロールを実施しています。
　今回は、そんな隊員の皆さんの、日々の活躍と切実な思いをレポー
トしました。

我が町我が町 再 発 見 親水公園散策紀行
　相生橋から、日の出橋の槻川沿いに、栃本

親水公園が完成しました。

　公園内を散策して、まず気がつくことが、

遊歩道の両脇に敷き詰められた木のチップ

のとてもよい香りです。園内には健康遊具

もあり、子どもから大人まで幅広く楽しん

でいただけます。

　また、水車小屋では、相生橋や槻川の歴史を

知ることができたり、水遊びを楽しむこともできます。

　四季折々の風景を、皆さんもぜひ楽しんでみてください。

青下子ども会後援会　会長　青下子ども会後援会　会長　小小
ここ

室室
むろむろ

利利
としとし

之之
ゆきゆき

栃本親水公園内の「あずまや」にて

活動していて感じたことは。

最近は、きちんとあいさつができる子どもたちがふえて
きたので、気分がいい。そんな子どもたちから、いつも
元気をもらっています。
学校やPTAの皆さんからも感謝の言葉をいただき、日々
の活動の原動力になっています。
歩いて健康の維持と地域の防犯に協力できるので、一石
二鳥です。
公園や歩道の清掃活動を引き続き行なう中で、一層の美
化に努め、犯罪が起こりにくい環境整備を目指したい。

住民の皆さんへメッセージは。

特に子どもたちは、登下校時だけでなく、日ごろから交
通事故や犯罪に注意しましょう。
また、私たちパトロール隊だけでなく、地域の皆様方も
子どもたちの健全育成と、地域の防犯へのお力添えをよ
ろしくお願いいたします。

担当：髙瀬　勉
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東小川ワンワンパトロール隊東小川ワンワンパトロール隊
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　議会報の表
紙を飾ろうと

編集委員一同、さまざまな行事やいろ
いろな場面でシャッターチャンスをね
らっています。今回めでたくその座を
射止めたのは…。子どもの明るい笑顔、

和みますねぇ。大切にしていきたい。
　68号では特集記事として少子化の問
題を取り上げました。どうする「町の
少子化対策」。
　ご一緒に考えていきましょう。　　

委員長　柳田多恵子

地域の皆様、ご協力
をお願いします

ホームページで
会議録の検索・
閲覧ができるよ
うになりました。
ぜひごらんください。


